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「
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
現
況
調

査
」（
総
務
省　

平
成
28
年
６
月　

以
下

「
現
況
調
査
２
０
１
６
」
と
略
記
）
に
よ

れ
ば
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
額
は
、

平
成
20
年
度
は
81
億
円
で
あ
っ
た
が
、
平

成
26
年
度
は
３
９
０
億
円
、
平
成
27
年
度

は
１
，
６
５
３
億
円
と
大
き
く
増
加
し
て

い
る
。
平
成
26
年
度
頃
か
ら
返
礼
品
ラ
ン

キ
ン
グ
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
各
自
治
体
は

返
礼
品
の
拡
充
な
ど
Ｐ
Ｒ
合
戦
を
過
熱
さ

せ
た
時
期
に
あ
た
っ
て
い
る
。
高
額
の
返

礼
品
が
登
場
し
、
従
来
、
無
視
を
決
め
込

ん
で
い
た
大
都
市
の
自
治
体
も
住
民
税
の

流
出
を
懸
念
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
参
入

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
巡
っ
て
は
、
過
度
な

返
礼
品
競
争
が
メ
デ
ィ
ア
の
話
題
と
な
り
、

そ
れ
を
批
判
す
る
論
調
も
増
え
て
き
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状

を
整
理
し
た
後
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
問
題

点
と
そ
の
見
直
し
の
方
向
性
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

過熱する返礼品競争と
  ふるさと納税の見直し
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し
は
じ
め
た
。

　

全
国
的
に
み
た
場
合
、
い
く
つ
か
の
特

徴
が
認
め
ら
れ
る
。
寄
附
の
大
半
は
市
町

村
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
寄
附
金
額
に
占

め
る
都
道
府
県
の
占
め
る
割
合
は
平
成
20

年
度
11
・
１
％
か
ら
、
平
成
27
年
度
１
・

６
％
へ
と
年
々
低
下
し
て
い
る
。

　

寄
附
金
は
、
返
礼
品
の
拡
充
、
ふ
る
さ

と
納
税
サ
イ
ト
で
の
申
し
込
み
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
決
済
な
ど
の
取
組
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
一
部
の
団
体
に
偏
っ
て
い

る
。
市
町
村
別
に
寄
附
金
額
の
ラ
ン
キ
ン

グ
を
み
る
と
、
平
成
26
年
度
の
１
位
で
あ

る
平
戸
市
の
寄
附
金
額
は
14
・
６
億
円
で

あ
っ
た
が
、
平
成
27
年
度
の
１
位
で
あ
る

都
城
市
は
42
・
３
億
円
で
あ
り
、
ま
た
上

位
20
位
が
い
ず
れ
も
10
億
円
を
上
回
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
上
位
20
位
ま
で
の
団
体

の
シ
ェ
ア
は
、
平
成
20
年
度
は
46
％
で

あ
っ
た
が
、
平
成
26
年
度
や
平
成
27
年
度

は
３
割
程
度
に
低
下
し
て
き
て
い
る
。
ま

た
寄
附
金
の
受
入
が
な
か
っ
た
団
体
は
平

成
20
年
度
は
２
０
６
団
体
（
11
・
３
％
）

あ
っ
た
が
、
平
成
27
年
度
に
は
22
団
体

（
０
・
７
％
）
と
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
寄
附
金
獲
得
競
争
が
全
国
的

に
拡
散
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
同
時
に
１
件
あ
た
り
の
平
均
寄
附
金

額
は
平
成
20
年
度
が
15
万
円
で
あ
っ
た
の

に
対
し
て
、
平
成
27
年
度
は
２
・
３
万
円

と
小
口
化
し
て
き
て
い
る
。

　

寄
附
金
額
の
規
模
と
財
政
運
営
へ
の
影

響
に
つ
い
て
み
る
と
、
都
道
府
県
全
体
で

は
受
け
入
れ
た
寄
附
金
額
の
個
人
住
民
税

額
に
対
す
る
割
合
は
、
平
成
20
年
度
の

０
・
０
１
８
％
か
ら
平
成
27
年
度
の
０
・

０
５
７
％
上
昇
し
て
い
る
が
０
・
１
％
以

下
で
あ
り
（
た
だ
し
、
平
成
27
年
度
に
つ

い
て
は
個
人
住
民
税
額
の
デ
ー
タ
が
公
表

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
平
成
26
年
度
の

デ
ー
タ
で
代
用
し
た
）、
こ
の
程
度
の
寄

附
金
の
規
模
で
は
財
政
運
営
に
は
ほ
と
ん

ど
影
響
を
与
え
て
い
な
い
。
他
方
、
市
町

村
全
体
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
平
成

25
年
度
に
は
、
そ
の
割
合
は
０
・
１
％
か

ら
０
・
２
％
の
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

が
、
寄
附
金
の
急
激
な
増
加
に
伴
い
平
成

26
年
度
に
は
０
・
５
％
、
平
成
27
年
度
に

は
２
・
３
％
と
急
上
昇
し
て
い
る
。
個
別

の
市
町
村
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
度
の
寄

附
金
額
が
平
成
26
年
度
の
個
人
住
民
税
に

対
す
る
割
合
を
み
る
と
、
寄
附
金
額
が

個
人
住
民
税
を
上
回
る
団
体
が
60
市
町

村
（
全
市
町
村
の
３
・
４
％
）
に
達
し
て

い
る
。
ま
た
財
政
力
の
低
い
小
規
模
団
体

に
お
い
て
は
寄
附
金
額
の
変
動
の
影
響
が

大
き
い
。
寄
附
金
獲
得
に
よ
る
財
源
調
達

の
効
果
は
一
時
的
で
あ
り
、
寄
附
金
の
増

減
額
の
ふ
れ
が
財
政
運
営
に
影
響
を
与
え

か
ね
な
い
。
今
後
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
金
額
が
大
幅
に
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る

と
、
財
政
力
の
小
さ
い
市
町
村
で
は
寄
附

金
が
財
政
運
営
に
与
え
る
影
響
は
ま
す
ま

す
顕
著
に
な
る
。

１
．ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状

（一財）
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営
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
規
模
に
達
し

て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
地
方
公
共
団
体
に

対
す
る
寄
附
金
に
対
し
て
所
得
税
及
び
住

民
税
か
ら
控
除
を
行
う
寄
附
金
控
除
制
度

品
を
送
付
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
平
成
27

年
度
か
ら
返
礼
品
の
送
付
を
開
始
し
た
。

　

ま
た
、
津
市
、
鈴
鹿
市
、
亀
山
市
な
ど

は
返
礼
品
と
し
て
地
元
産
品
を
送
付
し
て

い
る
が
、
従
来
か
ら
２
，
０
０
０
円
程
度

に
額
を
押
さ
え
て
い
る
。
三
重
県
で
は
特

産
品
を
送
付
せ
ず
、
２
，
０
０
０
円
以
上

の
寄
附
を
し
た
人
に
県
立
美
術
館
や
斎
宮

歴
史
博
物
館
の
入

場
券
及
び
三
重
旅

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

を
送
付
し
、
三
重
県

へ
の
訪
問
の
き
っ

か
け
と
し
て
い
る
。

　

平
成
27
年
度
の

寄
附
金
額
の
平
成

26
年
度
の
個
人
住

民
税
額
に
対
す
る

割
合
を
み
る
と
、
市

町
平
均
で
は
２
・

４
％
で
あ
る
が
、
志

摩
市
（
37
％
）、
鳥

羽
市
（
28
・
６
％
）

を
は
じ
め
大
紀
町
、

玉
城
町
、
南
伊
勢

町
、
紀
北
町
、
度
会

町
、
尾
鷲
市
、
明
和

町
、
多
気
町
の
10
市

町
で
10
％
を
超
え

て
お
り
、
こ
れ
ら
の

団
体
で
は
ふ
る
さ

と
納
税
は
財
政
運

　

次
に
返
礼
品
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

平
成
27
年
度
に
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金

が
増
加
し
た
主
な
理
由
と
し
て
、
返
礼
品

の
充
実 
（
56
・
９
％　

複
数
回
答
）、
ふ

る
さ
と
納
税
の
普
及
・
定
着 

（
55
・
９
％
）、

平
成
27
年
度
に
お
け
る
制
度
拡
充
（
ふ
る

さ
と
納
税
枠
の
倍
増
、
ふ
る
さ
と
納
税
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
の
創
設
）（
44
・

２
％
）、
収
納
環
境
整
備
（
ク
レ
ジ
ッ
ト

納
付
、電
子
申
請
の
受
付
等
）（
42
・
８
％
）

を
あ
げ
る
地
方
団
体
が
多
い
（「
現
況
調

査
２
０
１
６
」）。
返
礼
品
を
送
付
し
て

い
る
団
体
は
、
平
成
25
年
調
査
（「
ふ
る

さ
と
納
税
に
関
す
る
調
査
結
果
」）
で
は

約
５
割
で
あ
っ
た
が
、
平
成
27
年
９
月

調
査
（「
現
況
調
査
２
０
１
５
」）
で
は

84
％
、
平
成
28
年
５
月
調
査
（「
現
況
調

査
２
０
１
６
」）
で
は
90
・
５
％
と
年
々

上
昇
し
て
き
て
お
り
、
返
礼
品
競
争
は
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
の
団
体
を
巻
き
込
ん
で
い

る
。

　

平
成
27
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
伴
う

経
費
（
返
礼
品
の
調
達
・
送
付
、
広
報
、

決
済
等
、
事
務
そ
の
他
）
は
、
返
礼
品
の

調
達
・
送
付
の
費
用
が
６
７
５
億
円
（
寄

附
金
の
41
％
）
で
あ
り
、
経
費
合
計
で
は

７
９
３
億
円
（
48
％
）
を
占
め
て
い
る
。

ち
ま
た
で
は
、
返
礼
品
の
還
元
率
の
相
場

は
寄
附
金
の
４
割
か
ら
５
割
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
平
成
27
年
度
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位

の
都
城
市
で
は
７
割
を
超
え
て
い
る
な

ど
、
返
礼
品
競
争
激
化
に
伴
い
高
還
元
率

の
返
礼
品
を
提
供
す
る
団
体
が
増
え
て
い

る
。

　

次
に
「
現
況
調
査
２
０
１
５
」
及
び

「
現
況
調
査
２
０
１
６
」
か
ら
、
三
重
県

に
お
け
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
特
徴
を
簡

単
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。
三
重
県
と
県

下
市
町
の
平
成
20
年
度
の
寄
附
金
額
合

計
は
５
千
９
百
万
円
で
あ
っ
た
が
、
平

成
25
年
度
か
ら
２
億
円
を
超
え
、
26
年

度
に
は
６
億
５
千
万
円
、
27
年
度
に
は

22
億
７
千
万
円
と
急
激
に
増
加
し
て
い

る
。

　

寄
附
金
額
か
ら
み
た
場
合
、
三
重
県
下

の
市
町
は
３
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ

る
。
ま
ず
、
こ
の
期
間
の
寄
附
金
合
計
額

の
上
位
６
位
は
、
志
摩
市
（
22
％
）、
桑

名
市
（
14
％
）、
玉
城
町
（
11
％
）、
鳥
羽

市
、
尾
鷲
市
、
松
阪
市
で
、
全
体
の
72
％

を
占
め
て
お
り
、
寄
附
金
は
一
部
の
団
体

に
偏
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
６
市
を
含
む
、

平
成
25
年
度
以
降
に
寄
附
金
額
を
増
加
さ

せ
た
市
町
で
は
、
返
礼
品
の
送
付
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
、
ふ
る
さ
と
納
税
サ

イ
ト
か
ら
の
申
し
込
み
な
ど
な
ど
の
取
組

に
よ
り
、
寄
附
金
額
が
大
き
く
伸
び
て
い

る
。

　

他
方
、
菰
野
町
、
朝
日
町
、
東
員
町
、

川
越
町
の
４
町
は
、
返
礼
品
は
ふ
る
さ
と

納
税
の
趣
旨
に
反
す
る
と
い
う
考
え
か
ら

返
礼
品
を
送
付
し
て
い
な
い
団
体
で
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
ほ
と
ん
ど
寄
附
金
を
獲
得

し
て
い
な
い
。
木
曽
岬
町
も
従
来
は
返
礼

図１　ふるさと納税の控除額(三方式)

注１ 基本控除額は総所得金額の30％が限度
注２ 特例控除額は個人住民税所得割の2割が限度

適用下限額
2,000円

所得税控除額
( 寄附額 -2,000円 )＊所得税限界税率

住民税控除額 (基本分 )
( 寄附額 -2,000円 )＊住民税率 (10%)

住民税控除額 (特例分 )
( 寄附額 -2,000円 )＊（90％－0～45%( 所得税限界税率 )

控除額

寄附先寄附先

都道府県・市区町村(ふるさと納税)

住所地の都道府県共同募金会・日本赤十字社支部

都道府県・市区町村が条例で指定する寄附金

都道府県・市区町村(ふるさと納税)

住所地の都道府県共同募金会・日本赤十字社支部

都道府県・市区町村が条例で指定する寄附金

○

○

○

○

○

○

○○

基本控除基本控除 特例控除特例控除

２
．ふ
る
さ
と
納
税
の

仕
組
み
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で
あ
る
。
個
人
住
民
税
に
お
け
る
寄
附
金

控
除
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
も
の

の
ほ
か
、
日
本
赤
十
字
や
共
同
募
金
会
、

都
道
府
県
・
市
町
村
が
条
例
で
指
定
し
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
に
対
す
る
寄
附
金
に
対

し
て
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税

だ
け
が
持
つ
特
徴
は
、
住
民
税
に
お
け
る

「
基
本
控
除
」
に
加
え
て
、「
特
例
控
除
」

が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
控
除
率
が
極

め
て
「
高
率
」
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。
そ

の
た
め
寄
附
額
が
一
定
額
以
内
で
あ
れ

ば
、
自
己
負
担
２
，
０
０
０
円
を
除
い
て

残
り
の
全
額
が
住
民
税
及
び
所
得
税
か
ら

控
除
さ
れ
る
（
図
１
）。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い
て
は
、
所
得

税
、
住
民
税
（
基
本
控
除
）、
住
民
税
（
特

例
控
除
）
の
三
つ
の
控
除
方
式
が
適
用
さ

れ
る
が
、
①
寄
附
金
が
増
加
す
れ
ば
、
控

除
額
も
増
加
す
る
。
②
寄
附
額
が
同
額
で

あ
れ
ば
、
高
所
得
者
ほ
ど
控
除
額
は
大
き

く
な
る
（
こ
れ
は
特
例
控
除
が
住
民
税
所

得
割
の
２
割
を
限
度
に
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
よ
る
）。
③
適
用
下
限
（
自
己
負
担

分
）
２
，
０
０
０
円
を
除
い
て
寄
附
金
が

全
額
控
除
さ
れ
る
上
限
（
全
額
控
除
上
限

額
）
は
、
高
所
得
者
ほ
ど
高
く
な
る
高
所

得
者
に
有
利
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
ふ
る
さ
と
納
税
は
一
定
額
以
下

の
寄
附
で
あ
れ
ば
実
質
的
な
負
担
を
２
，

０
０
０
円
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
る
仕

組
み
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
寄
附
に
対
し
て
、
自
治
体
か

ら
２
，
０
０
０
円
を
上
回
る
返
礼
品
の
提

供
を
受
け
れ
ば
、
寄
附
者
は
タ
ダ
で
経
済

的
利
得
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
高
橋
祐

介
（「
ふ
る
さ
と
納
税
と
負
の
課
税
」『
都

市
問
題
』 

１
０
７
（
４
），
２
０
１
６
―

０
４
）
は
こ
れ
を
「
負
の
課
税
」（
通
常

の
税
、
つ
ま
り
正
の
課
税
と
は
逆
に
税
引

き
前
よ
り
税
引
き
後
の
方
が
手
取
額
が
多

い
）
と
呼
ん
で
い

る
。

　

誰
か
が
得
を
す

れ
ば
、
誰
か
が
損
を

す
る
（
負
担
す
る
）

こ
と
に
な
る
。
寄
附

者
、
寄
附
先
の
自

治
体
、
住
所
地
の

自
治
体
、
国
の
損

得
を
収
支
の
形
で

示
し
た
の
が
表
１

で
あ
る
。
年
間
収
入

８
０
０
万
円
、
夫
婦

と
大
学
生
（
特
定
扶

養
親
族
）
の
家
族
が

10
万
円
の
ふ
る
さ

と
納
税
を
し
た
場

合
の
数
値
例
で
あ

る
。
こ
の
場
合
、
所

得
税
の
限
界
税
率

は
20
％
（
単
純
化
の

た
め
、
復
興
特
別
税

は
無
視
す
る
）、
寄

附
金
10
万
円
は
適

マイナスは支払(資金流出)、プラスは受取(資金流入)を示す （千円）

寄附者

寄附先の自治体

住所地の自治体(交付団体)

国

寄附者

寄附先の自治体

住所地の自治体(交付団体)

国

-100

100

-100

100

寄附寄附

98

-78.4

-19.6

98

-78.4

-19.6

寄附金
控除
寄附金
控除

58.8

-58.8

58.8

-58.8

交付税
措置
交付税
措置

-2

100

-19.6

-78.4

-2

100

-19.6

-78.4

収支①収支①

60

-60

60

-60

返礼品返礼品

58

40

-19.6

-78.4

58

40

-19.6

-78.4

収支②収支②

寄附者

寄附先の自治体

居住地の自治体(不交付団体)

国

寄附者

寄附先の自治体

居住地の自治体(不交付団体)

国

-100

100

-100

100

寄附寄附

98

-78.4

-19.6

98

-78.4

-19.6

寄附金
控除
寄附金
控除

-2

100

-78.4

-19.6

-2

100

-78.4

-19.6

収支①収支①

60

-60

60

-60

返礼品返礼品

58

40

-78.4

-19.6

58

40

-78.4

-19.6

収支②収支②

表１　ふるさと納税に係る実質的な収支（仮設例）

用
下
限
の
２
，
０
０
０
円
を
除
き
全
額
控

除
さ
れ
る
。

　

第
１
段
階
の
寄
附
及
び
寄
附
金
控
除
に

係
わ
る
収
支
は
収
支
①
に
示
さ
れ
て
お

り
、
寄
附
先
の
自
治
体
が
受
け
取
っ
た
寄

附
金
（
10
万
円
）
は
、
寄
附
を
し
た
本
人

（
２
，
０
０
０
円
）
及
び
居
住
地
の
自
治

体
と
国
（
合
計
９
・
８
万
円
）
に
よ
り
負

担
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
寄
附
先
の
自
治

体
の
基
準
財
政
収
入
額
に
は
寄
附
金
額
を

算
入
せ
ず
、
住
所
地
の
自
治
体
は
寄
附
金

控
除
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
住
民
税
の
75
％

が
基
準
財
政
収
入
額
か
ら
控
除
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
居
住
地
の
自
治
体
の
負
担
は
実

質
的
に
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
、
そ
の
分
は

国
の
負
担
と
な
る
。
他
方
、
不
交
付
団
体

に
対
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
措
置
は
な

く
、
寄
附
金
控
除
に
よ
る
減
収
は
、
地
方

自
治
体
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
。

　

第
２
段
階
で
寄
附
先
自
治
体
か
ら
返
礼

品
が
提
供
さ
れ
た
場
合
の
収
支
②
を
み
る

と
、
寄
附
を
し
た
本
人
は
返
礼
品
か
ら

２
，
０
０
０
円
を
控
除
し
た
分
「
得
」
を

す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
寄
附
先
自
治

体
に
と
っ
て
は
寄
附
金
か
ら
返
礼
品
を
控

除
し
た
額
が
「
得
」
と
な
る
が
、
こ
れ
ら

両
者
の
利
得
は
、
居
住
地
自
治
体
と
国
に

よ
っ
て
負
担
さ
れ
て
い
る
。

　

民
間
が
運
営
す
る
ふ
る
さ
と
納
税
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
、
寄
附
金
の
還
元

率
の
ラ
ン
キ
ン
グ
が
掲
載
さ
れ
、
ど
の
市

町
村
が
よ
り
コ
ス
ト
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
良
い
返
礼
品
を
提
供
し
て
く
れ
る
か
情

報
を
提
供
し
て
い
る
。
自
治
体
の
側
で

も
、
通
例
50
％
程
度
の
還
元
率
が
相
場
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
中
に
は
75
％

を
超
え
る
還
元
率
を
売
り
に
す
る
自
治
体

３
．返
礼
品
競
争
が
生
ず
る

原
因
と
そ
の
見
直
し

返
礼
品
競
争
が
生
ず
る

原
因
と
そ
の
見
直
し
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も
現
れ
て
お
り
、
還
元
率
の
高
さ
が
寄
附

金
を
獲
得
す
る
際
の
手
段
と
な
っ
て
い

る
。

　

最
近
の
論
調
に
は
、 

過
熱
す
る
返
礼
品

競
争
を
疑
問
視
す
る
声
が
増
え
て
い
る
。

返
礼
品
競
争
が
も
た
ら
す
問
題
と
し
て

は
、
①
ふ
る
さ
と
納
税
が
寄
附
者
に
と
っ

て
「
賢
い
節
税
」
対
策
と
な
っ
て
お
り
、

本
来
無
償
で
あ
る
べ
き
寄
附
の
本
質
か
ら

か
け
離
れ
、
自
治
体
の
事
業
の
応
援
で
は

な
く
返
礼
品
目
当
て
の
利
殖
の
手
段
と

な
っ
て
し
ま
う
。
佐
藤
主
光
（「
ふ
る
さ

と
納
税
は
こ
の
ま
ま
で
よ
い
か
」　

週
刊

東
洋
経
済 

（
６
６
４
２
），
２
０
１
６
―

０
２
―
１
３
）
の
言
う
よ
う
に
「
返
礼
品

目
当
て
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
わ
が
国
の
寄

附
文
化
を
損
な
う
か
も
し
れ
な
い
」
こ
と

が
危
惧
さ
れ
る
。
②
そ
の
よ
う
な
競
争
の

中
で
ま
す
ま
す
寄
附
の
効
率
性
が
失
わ
れ

て
い
く
（
寄
附
金
か
ら
経
費
を
引
い
た
寄

附
の
純
収
入
の
低
下
）。
先
に
み
た
よ
う

に
、
返
礼
品
競
争
は
、
住
民
税
の
流
出
を

懸
念
す
る
大
都
市
の
比
較
的
財
政
力
の
高

い
自
治
体
も
巻
き
込
み
な
が
ら
拡
散
し
て

お
り
、
ま
さ
に
、
片
山
善
博
（「
自
治
を

蝕
む『
ふ
る
さ
と
納
税
』」世
界（
８
６
１
） 

，
２
０
１
４
―
１
０
）
の
い
う
「
悲
し
き

奪
い
合
い
」
が
生
じ
て
い
る
。
③
ま
た
、

地
域
の
特
産
品
を
返
礼
品
と
し
て
用
い
る

こ
と
が
、
地
場
産
業
の
活
性
化
が
優
先
的

な
政
策
課
題
で
あ
る
地
域
で
は
産
業
政
策

と
し
て
効
果
的
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ

る
が
、
地
場
特
産
品
を
返
礼
品
と
し
て
用

い
る
政
策
は
、
一
時
的
な
需
要
創
出
に
基

づ
く
短
期
的
な
地
域
経
済
刺
激
策
で
あ

り
、
地
域
経
済
の
中
長
期
の
活
性
化
戦
略

に
は
つ
な
が
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。

　

返
礼
品
競
争
を
是
正
す
る
た
め
に
は
、

返
礼
品
競
争
が
寄
附
者
に
と
っ
て
も
自
治

体
に
と
っ
て
も
合
理
的
行
動
の
結
果
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
寄
附
者
に
と
っ
て
は
、
全

額
控
除
上
限
額
ま
で
目
一
杯
に
寄
附
を
す

れ
ば
、
タ
ダ
で
多
く
の
返
礼
品
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
寄
附
を
受
け

る
自
治
体
に
と
っ
て
も
高
価
な
返
礼
品
を

用
意
し
て
寄
附
者
の
経
済
合
理
性
に
訴
え

る
こ
と
が
寄
附
金
を
増
や
す
最
も
効
果
的

な
方
法
で
あ
る
。
寄
附
金
の
２
割
の
返
礼

品
（
還
元
率
２
割
）
で
１
，
０
０
０
万
円

の
寄
附
を
集
め
た
場
合
、
自
治
体
の
純
益

は
８
０
０
万
円
で
あ
る
が
、
７
割
の
還
元

率
で
１
億
円
の
寄
附
金
を
集
め
た
場
合
の

純
益
は
３
，
０
０
０
万
円
と
な
る
。
自
治

体
に
と
っ
て
は
高
率
な
還
元
率
を
巡
る
競

争
に
参
加
す
る
こ
と
が
得
に
な
る
。
合
理

的
行
動
の
結
果
と
し
て
生
ま
れ
る
返
礼
品

競
争
に
対
し
て
、
総
務
省
通
知
文
書
の
よ

う
に
「
良
識
の
あ
る
対
応
の
要
請
」
で
は

解
決
で
き
な
い
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
対
し
て
、

国
税
庁
は
寄
附
と
返
礼
品
は
別
途
の
行
為

と
捉
え
て
、
返
礼
品
を
一
時
所
得
扱
い

し
、
50
万
円
を
超
え
た
返
礼
品
に
対
し
て

課
税
対
象
と
す
る
取
扱
い
を
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
高
橋
は
、
寄
附
と
返
礼

品
が
一
体
化
し
て
い
る
実
態
を
踏
ま
え

て
、
返
礼
品
相
当
額
を
寄
附
金
控
除
の
対

象
か
ら
除
外
す
る
提
案
を
し
て
い
る
。「
寄

附
を
し
、
納
税
者
が
希
望
す
る
限
り
必
ず

お
礼
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に

は
、
寄
附
と
引
き
替
え
に
お
礼
を
も
ら
っ

た
、
す
な
わ
ち
対
価
性
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
寄
附
時
に
納
税
者

が
お
礼
を
受
領
す
る
こ
と
が
確
定
す
る
場

合
、
お
礼
に
相
当
す
る
寄
附
金
部
分
に
つ

い
て
は
、
無
償
に
よ
る
公
益
活
動
へ
の
貢

献
を
応
援
す
る
寄
附
金
（
税
額
）
控
除
の

趣
旨
に
合
致
せ
ず
、
同
控
除
の
寄
附
金
に

該
当
し
な
い
と
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り

（
縮
小
解
釈
）、
そ
れ
に
よ
り
負
の
課
税
は

防
止
可
能
」
で
あ
る
。
返
礼
品
相
当
額
の

評
価
や
、
返
礼
品
受
取
の
有
無
お
よ
び
そ

の
額
の
調
査
な
ど
税
務
執
行
上
解
決
す
べ

き
技
術
的
問
題
は
残
る
が
、
返
礼
品
問
題

を
抜
本
的
に
解
決
す
る
に
は
、
控
除
対
象

と
な
る
寄
附
金
額
を
返
礼
品
相
当
額
だ
け

引
き
下
げ
る
か
、
ま
た
は
返
礼
品
の
時
価

を
課
税
総
所
得
金
額
に
算
入
す
る
な
ど
の

対
応
が
必
要
だ
と
す
る
高
橋
の
主
張
は
、

十
分
検
討
に
値
す
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
返
礼
品

競
争
問
題
の
解
決
が
ま
ず
求
め
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
と
ど
ま
る
も
の
で

は
な
い
。
平
成
20
年
度
の
制
度
創
設
時
か

ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
は
本
質
的
な
欠
陥

が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ふ
る

さ
と
納
税
は
「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
・
バ
ラ

ン
ス
論
」
を
基
礎
に
、
寄
附
金
控
除
の

制
度
を
活
用
し
て
「
税
の
分
割
」
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
で
あ

り
、
一
般
的
な
寄
附
金
控
除
に
は
み
ら
れ

な
い
、
適
用
下
限
額
を
除
く
全
額
控
除
を

可
能
に
す
る
「
特
例
控
除
」
の
制
度
が
置

か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者
の
み
る
と

こ
ろ
、
こ
の
制
度
は
、
①
寄
附
金
控
除
の

効
率
性
、
②
「
寄
附
の
地
域
限
定
性
」
と

い
う
二
つ
の
観
点
で
、
地
方
税
に
お
け
る

寄
附
金
控
除
と
し
て
問
題
が
あ
る
（
詳
細

は
、
雨
宮
照
雄　
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
問

題
点
」『
地
研
通
信(

三
重
短
期
大
学)

』

第
１
２
０
号　

２
０
１
６
―
０
２
―
１
５

参
照
）。

　

近
年
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

手
法
に
よ
り
、
教
育
・
福
祉
・
環
境
な
ど

の
公
益
的
活
動
に
対
す
る
支
援
が
広
が
り

つ
つ
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
税
制
面
の
支
援

を
受
け
な
い
寄
附
や
、
控
除
額
の
少
な
い

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
へ
の
一
般
的
な
寄
附
に

比
べ
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
対
し
て
だ
け

な
ぜ
特
別
な
優
遇
措
置
を
講
ず
る
必
要
が

あ
る
の
か
、
こ
の
際
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

あ
り
方
を
抜
本
的
に
再
検
討
す
る
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

お
わ
り
に


